
小学校第４学年 社会科 学習指導案 
期 日 平成 29 年２月 17 日(金)第２校時 

           場 所 山鹿市立山鹿小学校４年２組教室 

                           指導者 教諭 木村 綾児 

 

１ 単元名「わたしたちの県のまちづくり」（教育出版） 

（副読本『わたしたちの熊本（下）』「８ わたしたちの熊本県」「２．ゆたかな自然を生かすまち」

「３．伝統や文化を生かすまち」） 

 

２ 単元について 
(1) 単元観 

本小単元は，第３学年及び第４学年学習指導要領の内容(6)「県（都，道，府）の様子について，次

のことを資料を活用したり白地図にまとめたりして調べ，県（都， 道，府）の特色を考えるようにする。」

のウ「県（都，道，府）内の特色ある地域の人々の生活」を受け設定されている。ここでは，県内の様

子について学習する際に，県内の特色を考える手掛かりとして，「県内の特色ある地域の人々の生活」を

調べる対象として挙げ，自然環境，伝統や文化などの地域の資源を保護・活用している地域やそこに見

られる人々の生活の特色を具体的に調べる活動を行う。これらを受け本小単元では，「県内の特色ある地

域」を「ゆたかな自然を生かすまち」と「伝統や文化を生かすまち」に分類する。「ゆたかな自然を生か

すまち」ついては，昔ながらの製法で銅銭糖を作っている「大津町」を取り上げ，「伝統や文化を生かす

まち」 については，八代妙見祭の継承と活性化に努めている「八代市」を取り上げて学習することにす

る。本小単元で取り上げた地域の学習を行う中で，熊本県には様々な特色を生かした地域があり，その

特色を生かしながら，人々は工夫して生活していることを捉えさせたり，熊本県に対する誇りと愛情，

地域社会の発展を願う態度を育てたりすることができる単元である。 

このような学習を通して，自分たちが住む熊本県の自然環境，伝統や文化などの地域の資源を保護・

活用している地域やそこに見られる人々の生活の特色やよさについて考えさせることは，「よりよい考え

を創り出す力」という資質・能力の獲得にもつながり，本校の学校教育目標の「気づく子どもの育成」

及び目指す子ども像「いい声 いい顔 いい心」の実現につながるものであると捉える。 

(2) 系統観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 児童観 

 本学級は，男子 15 名，女子 16 名，計 31 名である。実態調査を行った結果，「社会科の学習が好きか」

という質問に関しては，好き（15 名），どちらかというと好き（16 名）であった。理由としては，「知ら

ないことを知ることができるから」「見学旅行に行けるから」「地図帳を使って調べることが楽しいから」

が多かった。また，「社会科の学習は得意か」という質問に関しては，得意（７名），どちらかというと

得意（18名），どちらかという得意ではない（６名）であった。得意ではないという理由としては，「テ

ストの得点が上がらないから」「覚えられないから」「メモのとり方や説明の仕方が分からないから」が

多く，知識・技能及び表現に関して苦手意識を持っていることが分かる。さらに，学習方法に関しては，

「見学や体験」「調べ学習」「話合い」を好んでいる傾向にある。一方，調べたことや考えたことを発表

することはあまり好んでいないと分かった。これからの社会に求められる資質・能力である「よりよい

考えを創り出す力」を身に付けさせるためにも，児童が自信を持って発表できるようにするとともに，

第３学年及び第４学年(４⽉) 
「わたしたちの⼤好きなま

ち」 
 ⾃ 分 た ち の 住 ん で い る 
⾝近な地域や市（区，町，村） 
について，次のことを観察， 
調査したり，⽩地図にまとめ 
たりして調べ，地域の様⼦は 
場所によって違いがあるこ 
とを考えるようにする  

第３学年及び第４学年（１⽉） 
「わたしたちの県のまちづ

くり」 
 県 （ 都 ， 道 ， 府 ） の 様 
⼦ に つ い て ， 次 の こ と を 
資 料 を 活 ⽤ し た り ⽩ 地 図 
に ま と め た り し て 調 べ ， 
県 （ 都 ， 道 ， 府 ） の 特 ⾊ 
を考えるようにする。 

第５学年（４⽉） 
「わたしたちのくらしと国

⼟」 
 我 が 国 の 国 ⼟ の ⾃ 然 な 
どの様⼦について，次のこ 
とを地図や地球儀，資料な 
どを活⽤して調べ，国⼟の 
環境が⼈々の⽣活や産業と 
密接な関連をもっているこ 
とを考えるようにする  

第６学年（２⽉） 
「世界の中の⽇本」 

 世界の中の⽇本の役割につ
いて，次のことを調査したり地
図や地球儀，資料などを活⽤し
たりして調べ，外国の⼈々と共
に⽣きていくためには異なる
⽂化や習慣を理解し合うこと
が⼤切であること，世界平和の
⼤切さと我が国が世界におい



互いの考えを練り上げたり，新しい価値を創造したりすることができるような話合い活動にしていく必

要がある。 

(4) 指導観 

○児童が学習に対して意欲的に取り組むことができるようにするため，児童が好んでいる「見学や体験」 

「調べ学習」「話合い」を多く取り入れる。しかし，大津町や八代市の場所を考慮すると「見学や体験」 

は困難である。そこで，ビデオ映像を視聴させたり，実物を見せたりすることで，疑似体験をさせる。 

○土地の様子を視覚的に捉えさせたり，地域の特色を生かしたまちづくりを行っていることに気付かせ 

たりするために，地図や地形図，ＩＣＴ機器などの効果的な活用を図る。また，人々が工夫して生活し 

ている様子について，実感を伴った理解ができるよう，ＧＴを積極的に活用する。 

○継承，発展など，「時期や時間の経過」の視点と願いや協力など，「事象や人々の相互関係」の視点を 

組み合わせた「問い」を設定し，それぞれの視点をくらべる，つなげる，まとめるという方法を用いて 

考えたり対話させたりすることで，よりよい考えを創り出す力を育成する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の目標と評価規準 

単元の目標 昔からの製法で銅銭糖を作っている大津町や八代妙見祭の継承と活性化

に努めている八代市の取組や人々の生活の様子をインターネットや副読

本，パンフレットなどの資料を活用したり白地図にまとめたりして調べ，

熊本県の特色やよさを考えることができる。 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 

観察・資料活用の 

技能 

社会的事象についての

知識・理解 

①熊本県内の特色ある

地域の様子に関心を持

ち，意欲的に調べてい

る。 

 

①熊本県内の特色ある

地域の様子について，

学習問題や予想，学習

計画を考え表現してい

る。 

②熊本県内の地域の特

色を相互に比較して，

熊本県の特色を考え適

切に表現している。 

①地図やインターネッ

ト，副読本を活用して，

熊本県の様子について

必要な情報を集め，読

み取っている。 

②調べたことを白地図

やノート，作品などに

まとめている。 

①熊本県内の特色ある

地域の人々の生活の様

子を理解している。 

学びを引き出す 

学習活動を生む 

「問い」の工夫 

(言語活動の充実) 

➊熊本県の都道府県魅力度ランキングの順位を伝え，熊本県の魅力を

伝えようとする思いを持たせる。また，前小単元「県の地図を広げて」

に引き続き，「熊本県をしょうかいするパンフレットを作る」という活

動を位置付けることにより，学習の見通しを持たせる。  

➋継承，発展など，「時期や時間の経過」の視点と願いや協力など，「事

象や人々の相互関係」の視点を組み合わせた「問い」を設定し，それ 

ぞれの視点をくらべる，つなげる，まとめるという方法を用いて考え 

たり対話させたりすることで，よりよい考えを創り出す力を育成する。

学びを振り返る 

思考過程の可視化と 

学びの振り返り 

学びを支える 

学びのＵＤ化とＩＣＴ

の活用及び支持的風土 

➌思考ツールとして，Ｙチャートと付箋を活用する。様々な立場の人

の思いを付箋に書き込み，Ｙチャート上で自由に動かしながら対話さ

せることで，思いの相違点や共通点を視覚的に捉えられるようにする。

➍学習内容だけでなく，学習方法や資質・能力に関する振り返りを行

わせることにより，学び方の習得及び資質・能力の自覚化を図る。 

➎ＩＣＴ機器を活用することにより，特色ある地域の土地の様子を的

確に捉えたり，考えの共有化を図ったりすることができるようにする。

➏よりよい学校や学級づくり等に関して，自分と友達の考えを比べな

がら聞いたり，みんなでアイデアを出し合ったりする活動を通して，

日常的にも「よりよい考えを創り出す力」の育成に努める。 



４ 教材構造図（図中の数字は，学習活動の時数を表す。） 

(1) 「２．ゆたかな自然を生かすまち」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 「３．伝統や文化を生かすまち」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県の⼋代市は，⼋代妙⾒祭を継承しているだけではなく，昔から受け継いできたよさを
未来に伝え，特⾊のあるまちづくりに⽣かそうとしている。             ⑬ 
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⑪ 

・銅銭糖 

⼋
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・⽶の粉 
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熊本県の⼤津町では，⾃然を⽣かした銅銭糖作りが⾏われている。⼈々はその伝統や技術を守
りつつ，協⼒して，地域のよさを⽣かしたまちづくりに取り組んでいる。        ⑦ 
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︒
⑤ 

・⽔⾞ 
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・⼋代妙⾒祭 
・⽂化財 

観光 

・みこし 
・笠鉾 

・体験教室 
・出前講座 

・誇りと愛情 
 

・ユネスコ無
形⽂化遺産 
活性化 



５ 指導計画（13 時間取扱い 本時 11／13） 

 

 

 

次 時 学習活動 評価及び研究の視点 

一 

 

熊 

本 

県 

の 

魅 

力 

１ 

１ 熊本県内の知っている場所や有名な

物について話し合う。 

 

 

 

【関心・意欲・態度】①：発言 

【学びを引き出す】 

➊熊本県の都道府県魅力度ランキングの順

位を伝え，熊本県の魅力を伝えようとする

思いを持たせる。また，前小単元に引き続

き，「熊本県をしょうかいするパンフレット

を作る」という活動を位置付けることによ

り，学習の見通しを持たせる。 

二 

 

ゆ 

た 

か 

な 

自 

然 

を 

生 

か 

す 

ま 

ち 

１ 

２ 山鹿ようかんと銅銭糖を比べ，学習

問題を作る。 

 

 

【思考・判断・表現】①：ノート 

【学びを引き出す】 

➊自分たちが住む地域と他地域の特産物を

比べる活動を通して，学習意欲を喚起する。

１ 

３ 銅銭糖の歴史や作り方について調べ

る。 

 

 

【技能】①：観察・ノート 

【学びを振り返る】 

➍学習方法に関する振り返りを行わせるこ

とにより，学び方の習得を図る。 

１ 

４ 地図や航空写真などを基に大津町の

土地の様子を調べ，銅銭糖作りとの関

わりについて考える。 

【知識・理解】①：ノート 

➎ICT 機器を活用することにより，大津

町の土地の様子を的確に捉えることができ

るようにする。 

１ 

５ 米の粉の作り方や水車のことについ

て調べる。 

 

【技能】①：観察・ノート 

【学びを振り返る】 

➍学習方法に関する振り返りを行わせるこ

とにより，学び方の習得を図る。 

１ 

６ 銅銭糖作りの技術や伝統を守るため

の工夫や努力について調べ，銅銭糖に

込められた思いについて考える。  

 

【思考・判断・表現】②：ノート 

【学びを引き出す】 

➋継承と人々の願いの視点を組み合わせた

「問い」を設定し，それぞれの視点をくら

べる，つなげる，まとめるという方法を用

いて考えたり対話させたりすることで，よ

りよい考えを創り出す力を育成する。 

【学びを振り返る】 

➍学習内容だけでなく，学習方法や資質・

能力に関する振り返りを行わせることによ

り，学び方の習得及び資質・能力の自覚化

を図る。 

１ 

７ 熊本県をしょうかいするパンフレッ

ト（大津編）を作成する。 

 

 

 

 

【技能】②：パンフレット 

【学びを引き出す】 

➊熊本県をしょうかいするパンフレット作

り（大津編）に取り組ませることで，大津

町に関する既習内容を生かした主体的な学

びを促す。  

単元を貫く問い：熊本県をしょうかいするパンフレットを作ろう 



三 

 

伝 

統 

や 

文 

化 

を 

生 

か 

す 

ま 

ち 

１ 

８ 山鹿灯篭祭りと八代妙見祭を比べ，

学習問題を作る。 

 

【思考・判断・表現】①：ノート 

【学びを引き出す】 

➊自分たちが住む地域と他地域の祭りを比

べる活動を通して，学習意欲を喚起する。

１ 

９ 八代妙見祭の成り立ちや歴史につい

て調べる。 

 

【技能】①：観察・ノート 

【学びを振り返る】 

➍学習方法に関する振り返りを行わせるこ

とにより，学び方の習得を図る。 

１ 

10  八代妙見祭を継承するための取組に

ついて調べる。 

 

【知識・理解】①：ノート 

【学びを振り返る】 

➍学習方法に関する振り返りを行わせるこ

とにより，学び方の習得を図る。 

１ 

本時 

11 八代妙見祭に込められた人々の思い

について考える。 

 

【思考・判断・表現】②：ノート 

【学びを引き出す】 

➋継承と人々の願いの視点を組み合わせ

た「問い」を設定し，それぞれの視点をく

らべる，つなげる，まとめるという方法を

用いて考えたり対話させたりすることで，

よりよい考えを創り出す力を育成する。 

【学びを振り返る】 

➌思考ツールとして，Ｙチャートと付箋を

活用する。様々な立場の人の思いを付箋に

書き込み，Ｙチャート上で自由に動かしな

がら対話させることで，思いの相違点や共

通点を視覚的に捉えられるようにする。 

１ 

12 八代妙見祭のよさを生かし，八代市

がどのようなまちづくりを目指してい

るか考える。  

 

【思考・判断・表現】②：ノート 

【学びを引き出す】 

➋発展と協力の視点を組み合わせた「問い」

を設定し，それぞれの視点をくらべる，つ

なげる，まとめるという方法を用いて考え

たり対話させたりすることで，よりよい考

えを創り出す力を育成する。 

【学びを振り返る】 

➍学習内容だけでなく，学習方法や資質・

能力に関する振り返りを行わせることによ

り，学び方の習得及び資質・能力の自覚化

を図る。 

１ 

13 熊本県をしょうかいするパンフレッ

ト（八代編）を作成する。 

【技能】②：パンフレット 

【学びを引き出す】 

➊熊本県をしょうかいするパンフレット作

り（八代編）に取り組ませることで，八代

市に関する既習内容を生かした主体的な学

びを促す。 

 

 

 

 

 

 

 



６ 本時の学習 

（1） 目標 

   八代妙見祭の成り立ちや妙見祭を継承する取組について調べたことを基に，八代妙見祭に込めら

れた人々の思いについて考えることができる。 

（2） 展開 

過程 学 習 活 動 指導上の留意点及び評価 備考 

導入 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

30 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

10 分 

 

 

 

１ 前時までの学習を振り返り，めあ

てを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

２ [本時の問い]について考え，話し

合う。 

 

 

(1) 個人で考える。 

(2) 班で話し合い，それぞれの立場

 の人の思いを比較・関連付ける。

(3) 班の意見を発表し，学級の意見

をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ＧＴ（保存会会長）の話を聞く。

 

 

４ 学習したことをまとめる。 

 

 

５ 学習したことを振り返る。 

 

○八代妙見祭の成り立ち（戦後，途絶えそ

うになったことを含む）や妙見祭を継承す

る取組について振り返る。 

徹底指導（ポイント） 

○保存会，祭りを行う人，市役所など，様々

な立場の人たちが妙見祭を継承する取組

を行っていることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

【学びを引き出す】 

➋継承と人々の願いの視点を組み合わせ

た「問い」を設定する。 

○保存会，祭りを行う人，市役所の立場に

立ち，それぞれの思いについて考えたこと

を付箋に書かせる。班活動では，付箋を活

用し，比較したり関連付けたりしながら話

し合わせる。 

能動型学習（ポイント） 

○Ｙチャート上で付箋を動かしながら，思

いの相違点や共通点について話し合わせ

ることで，対話の活性化を図る。 

【学びを振り返る】 

➌思考ツールとして，Ｙチャートと付箋を

活用する。 

 

 

 

 

Ａ基準Ｂ基準に加え，八代妙見祭に対す

る誇りや愛情の視点から考えている。 

〈Ｂ基準に達していない児童への手立て〉

○銅銭糖作りに携わっている人々の思い

を想起させる。 

○ＧＴには，児童の発言を受けた話及び児

童が新たな価値観を獲得するような話を

していただく。 
○まとめに関しては，話合いやＧＴの話を

踏まえての学習課題に対する最終的な考

えをまとめさせる。 

○振り返りに関しては，資質・能力の観点

から，「自分の考えが最初と比べてどのよ

うに変わりましたか」と指示する。 

掲示物 

電子黒板 

それぞれ

の立場の

人の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

付箋 
Ｙチャート

 
【⾔語活動】（設定の意図） 

 ⼋代妙⾒祭を継承するための
取組を基に，⼋代妙⾒祭に対す
る⼈々の思いを関連付けながら
考えたり，話し合ったりする活
動を通して，思考⼒・判断⼒・
表現⼒及びよりよい考えを創り

[本時の問い] なぜ，八代市の人々は，八代妙見祭を受け継ぐ取組を続けているのだろう。 

八代妙見祭に込められた人々の思いについて考えよう。 

評価：思考・判断・表現（ノート・発表） 
Ｂ基準八代妙見祭の継承や周知の視 

点から考え，表現している。 

本時の目標（めあて） 



 


